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再生可能なバイオマスの一つである糖類は，バルク化成品原料としての極めて重要な化合物群である 1)．

一方，我々は，低極性，高分散性，高浸透性等の特異な物性を有する超臨界水を用い，アルコール類か

らの直截的なラジカル生成および水素引き抜き反応を明らかにしている 2)．そこで，糖類も超臨界水中

で，有用な水素源になり得ると考えた．実際に，ベンズヒドロール (1) を，グルコース，フルクトース，

セルロース，植物生葉，あるいはキノコ類とと

もに，超臨界水( 400 °C, 10 min ) で処理すると，

約 70%の高収率で還元物であるジフェニルメ

タン (2) が得られた．また，糖類存在下，Pd/C

を触媒とし，trans–スチルベン (3) を同様に処

理すると，約 75%の収率で水素添加されたビベ

ンジル (4) が得られた．このように，単糖，セ

ルロース，植物の葉，キノコが有用な水素源で

あることを明らかにした． 
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